
視 察 報 告 書 
 
               報告者氏名：小室卓重 
委員会名：教育福祉常任委員会 

 
期  間：2019.10.23(水)～25(金) 

 
視察都市等及び視察項目： 

千葉県市川市：市川市立塩浜学園の小中一貫教育の取り組みについて 

広島県広島市：認知症高齢者等保護情報共有サービス 

（ＱＲコードシールの活用実態について） 

愛媛県西条市：小中学校ＩＣＴ教育推進事業 

 

所 感 等： 

10 月 23 日(水)、市川市立塩浜学園を視察に伺いました。小中一貫の義務教育学

校です。9 年間の義務教育を、小学校と中学校に分けず、1 つの学校で一貫して行い、

9 年生の 3 月に、卒業します。 

小中一貫教育は、 

 9 年間を見据えた教育ができる 

 中 1 ギャップをなくす 

 1～4 年生、5～7 年生、8～9 年生という発達に即した括りでの教育がで

きる 

というメリットがあるとのこと。 

もともと隣り合っていた塩浜小学校と塩浜中学校。学区を占める団地の高齢化で、

子どもが減っており、1～6 年生は単級となっています。よって、手厚い授業が行わ

れています。例えば小学校の英語の授業では、1 クラス 25 人の児童に対し、担任と

ALT と TT と中学の英語教員の 4 人が指導に当たるなど。その手厚さから、発達障

害などの児童も多く在籍しているとのこと。また、地域にはスーダンなど外国籍の

子どもも多く、取り出しでの日本語教育も行っているということでした。 

私が注目するのは、コミュニティスクールとして地域と関わっていることです。

学校運営委員会には地域住民も委員となっています。塩浜ふるさと防災科という独

自の授業(教育指導要領の特例)では、ふるさと塩浜のまちを知り、高齢化したまちの

防災の担い手となるべく、子ども主体で地域とつながる企画などが行われています。 



孤立する子育てが児童虐待を引き起こし、ワークライフバランスは整わないまま

子どもは孤食を余儀なくされ、独居の高齢者も増えている現状で、学校が地域に開

かれ地域とつながることには大きな意義があると思います。学校のあり方は、転換

期に来ていることを感じます。 

同校は現在、塩浜小塩浜中の校舎を使っていますが、来夏には新校舎ができて、

いよいよ一貫校としての環境が整います。 

 

子ども主体の教育、地域で育む学校は、必要とされる未来スタイルだと思いまし

た。 

（塩浜中学校校舎玄関前にて） 



10 月 24 日（木）、広島市役所を訪れ、認知症の方を守るためのＱＲコードシー

ルの活用実態について、お話を伺いました。 

高齢化社会を、安全安心に生きることは、誰もが望むことです。認知症のおじい

ちゃんおばあちゃんが行方不明になったとき、気付いてくれた人から連絡をもらえ

たら、どんなに安心できることでしょう。 

広島市認知症高齢者等保護情報共有サービス(どこシル伝言板)は、QR コードのシ

ールを衣服などに貼っておくことで、気付いてくれた人とインターネット上の伝言

板でやりとりできるシステムです。行方不明中に事故にあって怪我をしたり、場合

によっては命を落とす可能性さえありえますから、様々な手段で早くご家族のもと

に帰れるのは大切なことです。 

一方で、この仕組みがまさにレッテル貼りとなる可能性もあります。年をとって

も、認知症になっても、命と尊厳が守られることもまた大切だと思います。 

年を取らない人はいないから、いずれは自分も見てもらう側になる。便利な仕組

みとともに、認知症サポーター養成講座などをもっと進めて、認知症への理解者を

増やすことで、社会全体に安心が広がると思います。 

 



10 月 25 日（金）、西条市役所で、小中学校ＩＣＴ教育推進事業について説明を聞

きました。 

ＩＣＴ教育というと、電子黒板やデジタル教科書、児童生徒用タブレットＰＣな

どが思い浮かぶところですが、「遠隔合同授業（バーチャルクラスルーム）」は興味

深い取り組みです。 

５０９㎢の面積に人口 11 万人の西条市。人口過小地域では、複式学級となってい

る小規模校もあります。小規模校ではきめ細かい指導ができるとのメリットがあり

ますが、一方、集団の中での多様な考え方や見方に触れる機会が少ないというデメ

リットがあげられます。 

そこで、別々の学校の少人数クラス同士がバーチャルクラスルームを実施。相手

側のクラスの様子が教室内に投影され、あたかも同じ場所にいるような環境を作り

出します。 

子どもたちへのアンケートでは、「自分たちのクラスだけでは出てこないような

意見を聞くことができた」と９１％が答えています。 

もともとは、中一ギャップの解消が目的だったそうですが、それ以上の成果とな

っています。 

横須賀市でも、人口減少と少子化で小規模校はあり、これまでにも小中学校の統

合が行われてきました。しかし、西条市では現在、統合との考え方はないとのこと。

バーチャルクラスルームという新たな選択肢のおかげです。子どもたちが、統合に

よる遠距離通学を強いられず、地域で育つことのできる良い取り組みだと思いまし

た。（写真は、システム提供元のリコージャパン㈱ＨＰから） 

 


